
平成３０年度学芸員資格認定試験問題 
 
 

物 理 
 

 

（解答はすべて解答用紙に記入し，この問題用紙に記入しないこと。） 

 

 

１．物理量を表す基本単位のうちの４つに，長さ（M），質量（K），時間（S），電流（A）

がある。これら基本単位からの組立てとして表される（１）～（５）の各物理量につい

て，それぞれが基本単位の何乗になっているかを M，K，S，A の順に従って記せ。（各

５点） 
＜解答例＞         M     K     S     A 

速度       （ １） （ ０）  （－１） （ ０） 
速度の場合は単位が（長さ÷時間）であるから，M１K0S-1A0 となる。M，K，S，A，

それぞれの指数を上記のように記入する。 
 

（１）加速度  （２）圧力  （３）エネルギー  （４）電荷量  （５）電気抵抗 
 
 
２．質量 m の質点が，周期 T で半径 r の等速円運動をしている。 
 
（１）質点の速度はいくらか。（５点） 
 
（２）質点の受ける遠心力はいくらか。（５点） 
 
（３）円の中心から強さ  の引力を質点が受ける時，r とT の関係はどのようになるか。

また，この関係は何の法則とよばれているか。（各５点） 
 
（４）月の公転周期は２７．３日で，軌道半径は約３８万 km である。半径４．２万 km の

円軌道に人工衛星を打ち上げた時，公転周期は何日になるか。（５点） 
 
 
 
 
 



３．ピストン付きのシリンダーに，単原子分子の理想気体がｎモル入っている。最初の状態

A の気体の体積は VA，圧力は PA，温度は TA である。ピストンを固定したままこのシ

リンダーを気体の温度が３TA となるまで加熱した状態を B とする。このときの気体の

体積は VA のままで，圧力が PB となった。 
さらにこの状態から温度を一定に保ちながらピストンをゆっくり動かし，圧力が PAと

なるまで膨張させた状態を C とする。このときの気体の温度は３TA のままで，体積が

VCとなった。 
さらにここから圧力を PA に保ったままで温度が TA に戻るまで冷却し，最初の状態 A

に戻した。 
この一連の動作について，気体定数を R として，次の問いに答えよ。 

 
（１）PAを，ｎ，R を用いて VAと TA で表せ。（３点） 
 
（２）PBを PA で表せ。（３点） 
 
（３）VC を VAで表せ。（３点) 
 
（４）状態 A から状態 B に変化したとき，気体の吸収した熱量はいくらか。（８点） 
 
（５）状態 C から状態 A に戻るときに，ピストンが外部にした仕事はいくらか。（８点） 
 
 
４．レーザーについて知るところを述べよ。（２５点） 
 


